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令和元年 第７回高鍋町農業委員会 総会 議事録 

１．開催日時  令和元年 ７月２９日（月）午後２時から 

２．開催場所  高鍋町役場 第３会議室 

３．出席委員  農業委員        ７名 

        農地利用最適化推進委員 ６名 

農業委員 

   １番 大福 裕子   ２番 幸妻 正浩   ３番 森 淸一 

   ５番 宇治橋 俊美  ６番 二宮 國光   ７番 松崎 久範 

    会長 坂本 弘志 

農地利用最適化推進委員 

   １番 松井 正一郎  ２番 永友 祥一   ３番 山口 裕三 

   ５番 永友 定己   ６番 木浦 由子    ７番 宮越 美秋 

４．欠席委員   

   ８番 橋口 卓史 

５．議事日程 

 第１  議事録署名委員及び会議書記の指名 

 第２  会期の決定（別記のとおり） 

 第３  諸報告 

第４  議案第３３号 農地移動適正化あっせん事業について 

第５  議案第３４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

第６  議案第３５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請書承認に 

ついて 

第７   議案第３６号 農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画 

の決定について 

第８  議案第３７号 農地法第３条第２項第５号の規定に基づく下限面積 

について 

第９  議案第３８号 高鍋町農業委員会農地相談員設置規則の一部改正に 

ついて 

第１０ 議案第３９号 高鍋町埋却地優良農地化再生事業補助金交付要網の 

制定について 

６．事務局職員  事務局長  飯干 雄司   主  査  佐野 由美 

         係  長  兵藤 衣重   主  査  松元 裕司 

 

 

（開会１４時００分） 
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［事務局］ 

ただ今から、令和元年第７回高鍋町農業委員会総会を開会いたします。それ

では、会の進行を坂本会長よろしくお願いします。 

 

［議長］ 

それでは始めます。本日は、農業委員７名全員が出席です。農業委員会等に

関する法律第２７条第３項の規定により、総会は成立しております。農地利用

最適化推進委員は６名が出席です。なお、欠席の橋口卓史推進委員からは、欠

席届が提出されております。 

 

これより議事に入ります。 

 

日程番号１の議事録署名委員及び会議書記の指名を行います。高鍋町農業委

員会会議規則第１２条第１項の規定による議事録署名委員につきましては、議

長指名とさせていただきます。 

本日の議事録署名委員には、７番松崎久範委員、１番大福裕子委員を指名し

ます。なお本日の会議書記には、事務局職員の兵藤衣重係長を指名いたします。 

 

日程番号２、会期の決定につきましては、別記のとおり本日７月２９日の１

日間といたします。 

 

日程番号３、諸報告を事務局に求めます。 

 

［事務局］ 

はい。事務局です。資料の２ページをお開きください。まず初めに７月の業

務報告についてでございます。主なもののみご説明をいたします。           

３日に宮崎県農業者年金受給者協議会総会、１６日には常設審議委員会、１

７日には高鍋町環境保全型農業推進協議会総会に、いずれも会長が出席をして

おります。           

今月は２３日に現地調査を行ないまして、本日２９日総会となっております。

また、総会終了後には農地中間管理機構事業の説明会が行なわれますので、よ

ろしくお願いいたします。 

次に、８月の業務計画でございます。 

２２日には農業者年金加入推進特別研修会、２３日には全国農業新聞市町村

巡回、同じく２３日に宮崎県女性農業委員連絡協議会総会及び研修会が開催さ

れます。 
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８月の総会関係でございますが、２１日が現地調査、２８日に総会開催とい

う予定になっておりますので、よろしくお願いいたします。 

業務計画は、以上でございます。 

 

３ページをお開きください。 

県進達経過報告です。令和元年６月２８日金曜日農業委員会総会承認分につ

いてでございます。令和元年６月２１日に現地調査、書類審査を行いました。

農地法５条申請が４件です。いずれも問題なく許可が出ております。以上でご

ざいます。内容につきましては一覧表をご覧ください。以上です。          

  

［議長］                    

ただいまの報告についてご質問はございませんか。それでは質問等ないよう

ですので、以上で諸報告を終わります。 

 

 

日程番号４、議案第３３号「農地移動適正化あっせん事業について」を       

議題とします。農地移動適正化あっせん事業実施要領９のアの規定による申し

出について、事務局より議案の説明をお願いします。              

              

［事務局］ 

はい、１番。 

令和元年６月２７日、貸渡の申し出です。 

 申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、畑、２，９４

３㎡。  

この申し出につきまして、あっせん委員の指名をお願いいたします。 

 

［議長］ 

ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。それでは、

あっせん委員の指名をいたします。 

１番、借り受け申し出。 

担当委員であります７番宮越美秋推進委員、順番委員であります８番橋口 

卓史推進委員を指名いたします。よろしくお願いします。 

 

 

 日程番号５、議案第３４号「農地法第３条の規定による許可申請について」

を議題とします。 
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１番の案件お願いします。           

  

［事務局］ 

はい、７ページをお開きください。議案第３４号「農地法第３条第１項の規

定による許可申請書承認について」でございます。 

１番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、ほか１筆。合計面積、８２８㎡で

す。所有権移転です。 

 譲渡人、○○○○。譲受人、○○○○。 

担当の松崎委員からご説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 はい、７番。 

 

[７番] 

はい、説明します。この申請地は、○○を西へ行きますと○○の信号機のあ

る交差点があります。そこを４００mほど行った所を右に入る細い道があります

けど、そこを東に３００ｍほど行った所の左側にあります、申請地はですね。 

この土地は、○○○○さんから○○○○さんへの無償移転になります。 

２人は兄弟で、贈与ということになります。 

現在は何も作付けされていませんでしたが、甘藷かブロッコリーを作られる

そうです。 

○○○○さんは、親子４人で甘藷とブロッコリーを作付をされていかれるそ

うです。以上です。 

 

[議長] 

 推進委員から補足することがありましたら、お願いします。 

はい、６番。 

 

[推進委員６番] 

 何もございません。 

 

[議長] 

はい。事務局から補足することがありましたらお願いします。 
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[事務局] 

今回の申請は、兄弟間の贈与でありまして、本件の権利取得により周辺の農

業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障はないものと考えられます。 

８ページの方をお開きください。農地法第３条の調査書をつけております。

農地法第３条第２項各号に該当してないため、許可条件をみたしていると考え

ます。以上です。 

 

[議長] 

 ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承

認することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

２番。 

 

[事務局] 

２番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、１，１１４㎡。ほか２筆。合計面

積２，１２５㎡。所有権移転です。 

 譲渡人、○○○○。譲受人、○○○○。   

担当の二宮委員からご説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 はい、６番。 

 

[６番]  

 ６番。略図がありませんので、７ページを見ていただきたいと思います。 

この案件は、狭い農地が３か所に分かれていまして、３か所の農地を合計し

ても２１aしかないんです。この３か所の農地は直線で約１，５００ｍ程度の範

囲内に収まる位置関係にあります。 

まず１か所目、一番上の行ですが、１か所目の水田の場所は、１０号線の○

○の信号の近くの○○と、それから比較的最近できた○○、この間の狭い道路

を海の方に向かって入って行った○○です。この水田が３枚の土地の中で一番

面積が広いわけですけども、１１aしかありません。現在は飼料用の稲が作られ

ておりまして、この水田は住宅地にちょうど隣接をしております。 

それから次の行ですが、２か所目の水田の場所は、ちょっと場所的には説明
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しにくいのですが、ザックリ言いますと○○の南の方の○○の中にあります。

現在は何も栽培されていませんが、荒れてるという状況にはなってはおりませ

ん。この水田も住宅地にちょうど隣接をしております。 

それから３つ目、最後の畑は○○の建物から海側に２００ｍぐらいの所です。

住宅地の中に取り残された格好の狭い畑で、他人の土地を通らないとその畑に

入れないという状況にあります。 

隣の空き家のある宅地がありまして、この申請者は、この空き家のある宅地

も購入する予定になっております。畑には現在何も栽培されておりません。 

申請の理由は、２か所の水田については自家用の稲を栽培する。畑には自家

用の玉ねぎを栽培する。こういうことになっております。 

現在の経営状況ですが、水田と畑と合わせて、約１９５aあります。このうち

水田が８６a。 

実はこの譲受人は、書いてあるとおり○○在住でして、この８６aの水田はす

べて○○内にあります。畑は１７０ａ。この畑もすべて○○内にあります。し

たがって農業の本拠地は○○だということになります。 

その他にブロイラー２０万羽も飼育しているということでして、ブロイラー

は、○○と○○の２か所で飼育をしていることになっております。○○に鶏舎

が５棟、○○に１０棟あるということです。 

売買価格ですけども、農地の価格としては間違いではないかと思えるほど異

常に高いものです。１０aあたりの単価に換算しますと、畑は○○○○円ちょう

どです。それから水田を１０aあたり換算しますと、○○○○円ということにな

っています。購入価格は約２１aで、合計で○○○○円ということになっており

ます。通常の価格の６倍前後の価格がついてるということです。以上です。 

 

[議長] 

 推進委員から補足することがありましたらお願いします。 

 

[推進委員２番]  

 ○○の１，１１４㎡の田んぼは、今飼料稲が植わっているんですけども、こ

れは譲り受け人が耕作したもんじゃなくて、他の人がしていると思うんですけ

ども、そこらへんの話し合いはできているんですかね。 

 

[事務局] 

 最終的には譲渡人と連絡つかなかったですけど、譲受人とのその作付けの関

係が止まることになるといけないので、先にそこのところを確認をして指導を

していきたいということで、連絡はきちんと取って答えを得るところです。 
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[議長] 

 よろしいでしょうか。 

 

[推進委員２番]  

 はい。 

 

[事務局] 

 続きまして、追加の話をさせていただききます。 

譲渡人は司法書士さんですので、なかなか所有農地を耕作することができな

いため、高鍋町内に農地を探していた譲受人に売却しようというものでありま

す。 

売買価格については、先程二宮委員からお話しがありましたとおり異常に高

いということで、これは譲渡人の方に確認を取りましたところ、○○の土地を、

空き家になっている所も含めて、ここを出入り口という形で使うためにこちら

も含めて買うということで、その単価に合わせて、他の農地も単価を合わせて

その金額でよいということで、譲受人がそれを了承していることを確認をいた

しました。９ページの方を開いていただきますと 

 

[６番]  

 今の話しは、宅地並みの価格で取引したということでしょ。 

 

[事務局] 

そうです。通常の宅地よりもまだ安い価格であるよということは言われまし

た。 

９ページの方をお開きいただきますと、農地法第３条の調査書をつけており

ます。農地法第３条第２項各号に該当していないため、許可条件を満たしてい

ると考えるところです。以上です 

 

[議長] 

 はい。ただ今説明が終わりましたが、その他何か質問はございませんか。 

それでは、質問ないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 
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 次に日程番号６、議案第３５号「農地法第５条第１項の規定による許可申請

書承認について」を議題とします。 

 

１番。 

 

[事務局] 

１０ページをお開きください。議案第３５号「農地法第５条第１項の規定に

よる許可申請書承認について」でございます。 

 

１番。 

 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番、田、４８７㎡。所有権移転です。 

 譲渡人、○○○○。譲受人、○○○○。転用目的は、一般個人住宅です。 

担当の二宮委員からご説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

はい、６番。 

 

[６番] 

 ６番。１２ページを見てください。申請地は、この役場の建物の西側の枯れ

た桜通りを北に進むとすぐに○○方面に行く道路がありますけども、そちらに

入ってしばらく進むと十字路がありますが、その十字路を少し超えて数十メー

トル程度先の右手の土地です。 

この略図を見ると周りが畑や田んぼの様に見えますけども、周囲はほぼ住宅

地になっています。この地図が古いので空地が多い様に見えるということだけ

です。 

この土地を含めて２区画だけが残っているという状況です。現在○○県在中

の申請者が、高鍋に永住したいということで、この申請地に住宅を建設して居

住するということで申請をしているものです。 

この土地は、一部はこれまで菜園として利用されてきましたけれども、最近

になって不動産業者の売り出しの看板が建てられたばかりの所です。 

汚水は公共下水道が通っておりますし、雨水も既存の施設がありますので、

排水溝が、問題ありません。 

事業費ですが、事業費は土地代が○○○○円。約ですね。端数は省略します。

建築費が、○○○○円です。これも約です。日本住宅ローン株式会社から全額

の融資を受けるという書き物が付いております。以上です。 
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[議長] 

 はい、事務局から補足することがありましたらお願いします。  

                      

[事務局] 

 水利関係についてでございます。○○○土地改良区は区域外であるというこ

とを確認しております。ただ○○水利組合の管轄地でありますので、組合長の

○○○○氏に転用について意見を求めましたところ、問題なしであることの同

意書を提出していただいております。 

申請地は都市計画用途区域、第一種低層住居専用地域に用途地域が定められ

ている地区にある農地であることから、第３種農地であると判断されます。第

３種農地は転用許可対象でございます。以上です。 

 

[議長] 

 ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承

認することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 

 次に日程番号７、議案第３６号「農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用

集積計画の決定について」を議題とします。 

 

まず所有権移転。 

 

１番。 

 

[事務局] 

 １番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、田、１５６㎡。 

所有権を移転する者、○○○○。所有権の移転を受ける者、○○○○。 

 担当の宮越推進委員よりご説明をお願いします。 

 

[議長] 

 はい、推進委員７番。 

 

[推進委員７番] 
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はい、７番推進委員説明します。○○○○さんと、○○○○さんとの、これ

は無償の所有権移転となります。 

申請地は、○○交差点の入り口側の方に農道があるんですけども、その農道

を西へ２００ｍ下った所の排水があった左側の横に申請地はございます。 

○○○○さんは、元々○○の人なんですけども、今は、○○の老人ホームに

いらっしゃるんですけども、息子さんに相続を希望されたんですけども、息子

さんが貰ってもしょうがないということで、農業委員に誰か買ってもらえる方

はいないかというご相談があったので、その上で隣に田んぼを作っている○○

○○さんに相談をしたところ、まあいいでしょうと快く受けていただいたので、

今回の案件になりました。 

現状は、管理はされていませんけども、なかなか高速道路関係で取られた後

の残りということで入り口もなく、なかなか売りにくいような場所ではあった

んですけども、たまたま隣に作っていたということでお願い、作って貰えると

いうことで、今後は、そこの畦を壊して１枚にして飼料稲などを作付けするっ

ていう予定にしております。以上でございます。 

 

[議長] 

 はい、事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はご

ざいませんか。はい。 

 

[３番] 

いくらだった。 

 

[推進委員７番] 

無償移転ということでお金は掛かっておりません。相手の方も、もうお金は

いらないのでとにかくこれを処分したいということの話で、今回あげさせてい

ただきました。  

 

[議長] 

 その他、それでは、質問等ないようですので、採決いたします。本件原案の

とおり決定することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

次に利用権設定。 

１番、お願いします。 
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[事務局] 

 はい、１番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、畑、５，４１３㎡。  

利用権を設定する者、○○○○。利用権の設定を受ける者、○○○○。 

 担当の木浦推進委員よりご説明をお願いします。 

 

[議長] 

 はい、推進委員６番。 

              

[推進委員６番] 

 はい、６番、説明します。この案件は、２月の時点であっせん申し出があっ

たのですけども、その時点では畑がちょっと使える状態ではなかった。隣の山

の木が倒れていたり、何か機材が置いてあったり、前作っていた人の、そうい

うのがあったのでちょっと無理かなと言って。 

事務局に相談して片付けていただくようにお願いしたのが、５月か６月ぐら

いに片付けていただいて、その時点ではちょっと買う人がまだいなかったので。 

○○○○さんが借りたいということで、一応５年間の定期契約で借りていた

だくように決まりました。よろしくお願いします。   

 

[議長] 

 事務局より担当推進委員の説明が終わりました、ご意見、ご質問はございま

せんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり決

定することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

次、２番。 

                     

[事務局] 

 はい、２番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番、畑、２，８５０㎡。ほか５筆 

利用権を設定する者、○○○○。利用権の設定を受ける者、○○○○。 

 担当の木浦推進委員よりご説明をお願いします。 

 

[議長] 

 はい、推進委員６番。 
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[推進委員６番] 

 はい、６番説明します。この案件は急にちょっと決まった案件でして、○○

○○さんがたまたま通りかかった時に、この荒れてる畑を見て借りたいという

ことで事務局に申し出があって急遽決まった案件なんです。 

それでちょっと２筆ぐらい隣りに木が立っていて日当たりが悪いということ

で、ちょっと無償になっている部分もあります。けど、他の部分はちゃんとで

きるので、竹原さんが借りたいということです。よろしくお願いします。 

 

[議長] 

 事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はございま

せんか。 

それでは質問も無いようですので採決いたします。本件原案のとおり決定す

ることに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

 

次に日程番号８、議案第３７号「農地法第３条第２項第５号の規定に基く 

下限面積について」を議題とします。事務局の説明を求めます。 

 

[事務局] 

議案第３７号、農地法第３条第２項第５号の規定に基づく下限面積について。 

上記議案を、別紙のとおり提出いたします。令和元年７月２９日、高鍋町農業

委員会会長、坂本弘志。 

１８ページをお開きください。農地法第３条第２第５号の規定に基づく下限

面積について。 

「農業委員会の適正な事務実施について」（農林水産省経営局長通知）の一部

改正により、農業委員会は、毎年、下限面積（別段面積）の設定又は改正の必

要性について審議することになったことから、今年度の下限面積（別段面積）

について以下のとおり提案します。 

方針、下限面積については、法律で定められた５０ａとし、別段の面積の設

定は行わない。 

理由、農地法施行規則第１７条第１項及び第２項に規定された別段の面積の

基準には該当しないため。 

 

[議長] 
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 ただいま説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは質問も無いようですので採決いたします。本件原案のとおり承認す

ることに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 

次に日程番号９、議案第３８号「高鍋町農業委員会農地相談員設置規則の一部 

改正について」を議題とします。事務局の説明を求めます。 

 

[事務局] 

はい、ご説明いたします。資料は１９ページからになります。１９から２１ペ 

ージ。それと後程説明は、この別刷りの新旧対照表にそってまた説明をさせて

いただきますのでよろしくお願いいたします。 

農地相談員は、平成２８年度に設置規則を制定し県の補助事業として１名を

雇用いたしております。その後平成３０年度には県の補助対象外となりました

が、町の単独事業として雇用を継続いたしており、現在に至っております。 

今回、規則の改正を提案させていただきましたのは、補助事業の終了など制

度の改正等を反映させるとともに、その他所要の改正を行なう必要があること

から、提案させていただいたものでございます。 

それでは、先程申しました、新旧対照表でご説明をさせていただきます。表

の左側が現行の規則で、右側が改正後の規則というふうになっております。な

お改正点は、アンダーラインを引いている箇所でございます。なお、第１条、

第２条などの条につきましては、改正後の条でご説明を申しあげます。 

まず、第１条の趣旨についてでございます。そのアンダーラインの部分が補

助事業名となっておりました。補助事業の対象外となっておりますので、農業

委員会の主たる使命であります農地等の利用の最適化の推進を円滑に実施する

ためと言うふうに変更するものでございます。 

第３条につきましては、事業の実施期間内というふうに規定をしておりまし

たが、任期は年度単位でという規定に改めまして、任用期間を明確化したもの

でございます。第４条につきましては、現行規定におきましては身分が明記を

されておりませんでしたので、新たに明確化するもの。 

第５条につきましては、実際の勤務につきましては週５日８時２５分から５

時１０分までとなっております。現行の勤務体系に合わせたものに改めるもの

でございます。 

第６条から第８条につきましては、現行規定に定めがございませんでしたの

で、新たに定めるものでございます。 
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第９条につきましては、現行の報酬につきましては、各種委員会の委員さん

が会議等に出席された場合、４時間を超える場合に支給される報酬の額を適用

いたしておりましたが、本来、この規定につきましては、常勤の場合の報酬の

規定ではございませんので、現状に即した形で、嘱託員の報酬の額を適用し、

合わせて支給日等の規定を新たに明記するものでございます。 

第１０条及び第１１条においては、服務等の規定を整備いたしまして、第１

２条、第１３条におきましては、公務災害補償及び社会保障の規定を明記する

ものでございます。説明は以上でございます。               

  

[議長] 

 ただいま説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは質問も無いようですので採決いたします。本件原案のとおり承認す

ることに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 

 次に日程番号１０、議案第３９号「高鍋町埋却地優良農地化再生事業補助金

交付要網の制定について」を議題とします。事務局の説明を求めます。 

 

[事務局] 

 はい、事務局です。ご説明いたします。資料の方は２２ページ、２３ページ

でございます。 

高鍋町埋却地優良農地化再生事業補助金交付要綱の制定についてご説明申し

あげます。 

平成２２年の口蹄疫発生時、緊急に埋却地を確保する必要があった事から、

宮崎県農業振興公社に対し、農地保有合理化事業を活用した買い入れを要請し、

町内で６か所の公社保有の埋却地ができることとなりました。平成２５年の発

掘禁止期間終了後、農地としての再生事業を行い、売り渡しを実施してきまし

たが、染ケ岡の埋却地１か所のみ買い手が見つからない状況が続いております。 

この埋却地は、もともと養鶏場の跡地であり公社の買入価格が１０ａ当たり

１００万円と高額であったため、売り渡し価格を買入価格の７割に設定しても、

過去に栽培実績がない土地であること、また、埋却地であることがリスクとし

て捉えられているようで、いまだ売却には至っておりません。 

口蹄疫発生から１０年が経過する来年度からは、宮崎県農業振興公社が埋却

地購入時に借り入れた資金に金利が発生することとなっており、年度内に売却

するため県及び農業振興公社と協議を重ねております。 
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このような状況からより積極的に購入を検討していただけるよう埋却地購入

に対して、土壌改良費相当３年間分として１０ａ当たり１５万円、１平方当た

りにいたしますと１５０円の補助を行なうため、補助金交付要綱を制定しよう

とするものでございます。説明は以上でございます。               

 

[議長] 

ただ今説明が終わりましたがご意見、ご質問はございませんか。 

 

[３番] 

 ちょっといいですか。 

 

[議長] 

 はい、３番。 

 

[３番] 

この案件は、去年だったか、３条で上がってきて可決がされた案件ですよね。 

その部分でその申し出か何かがその後あってこういうことになったのですか

ね。 

 

[議長] 

 はい、事務局。 

 

[事務局] 

すいません。○○○○さんとの利用権ですよね。強化法の方で。 

 

[３番] 

 そうです。強化法やった。 

 

[事務局] 

分かりました。期間がですね。 

 

[３番] 

 ２年間無償で借りて、あと買い取る条件で設定されていたような。  

 

[事務局] 

その後には、買い入れを検討されていたようですが、あの台風などの災害で
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経営が悪化して、ちょっと買い入れが見えなくなったということで、他に候補

者がいれば、そちらにお譲りしますという返答を聞いております。 

 

[議長] 

はい、良いですかね。はい、推進委員５番。 

 

[５番] 

もしこれを買いたいという人がおった場合は、どういう形で申請したら良い 

ですかね。 

ここの土地を買いたい言う人が現れた場合は、多分買いたいと言う人は分か

らないもんですよね。こういうことが出てる案件自体を知らないんですよ。 

 

[議長] 

 はい、じゃあ事務局。 

 

[事務局] 

はい、お答えいたします。この土地につきましては、今日の会議で可決して

いただきました後に、お知らせたかなべ等で載せる予定にしております。 

町外の方については、お配りするものが無いものですからお話がきている方

がいらっしゃいますけども、その方には私の方から直接連絡をいたします。 

後はホームページの方も今から検討をさせていただきたいと思っております。

以上でございます。 

 

[６番] 

 よろしいでしょうか。 

 

[議長] 

はい、６番。 

 

[６番] 

 いいですか、６番。この交付要綱は農業委員会で作るんですか。これは補助

金の交付要綱ですよね。農業委員会で作るんですか。 

 

[議長] 

 はい、じゃあ事務局。 
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[事務局] 

はい、農業委員会の予算で支出をいたしますので、補助金の交付要綱を作る

のは農業委員会でございます。財政経営担当の合議をいただいて、副町長の決

裁までいただいて、こちらの総会で審議をいただき可決をいただきたいと考え

ております。以上でございます。 

 

[議長] 

その他よろしいでしょうか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承

認する事に賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 

 

以上で本日の議案の審議すべてを終わりました。これをもちまして、令和元

年第７回 高鍋町農業委員会 総会を閉会いたします。どうもご苦労さまでした。 

 

 

（閉会 １４時５５分） 

 

 

 


